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ベルリンの富山妙子 
─フェミニストのアーティストがどういう風にして
トランスカルチャーの空間とネットワークを大きくす

ることができたのか？─

イルゼ・レンツ

フェミニストのトランスカルチャー空間の成立： 
ギャラリー・アンデレ・ツァイヘン（別の徴）での富山妙子

今から 40年ほど前，小さなフェミニストギャラリー・アンデレ・ツァイ
ヘンで史上初めてといえる事がたくさん起こった 1。富山妙子は初めて西ベル
リンで 1982年の 3月 6日から 20日の間展覧会を開き，エロス，人権と女性
の権利，独裁と軍隊の暴力をテーマにした作品を展示した。初めて日本の女
性アーティストの展覧会が女性だけの力で組織され，準備された。この機会
に初めて，1982年 3月 16日，西ベルリンで韓国，日本，ドイツの女性たち
が自分たちの問題や希望を語りあい，東洋と西洋での女性解放の可能性が共
通の問題として受け止められた。話はまもなくオープンになり，個人的にな
り，女性たちはお互いの違いを受け入れた。この夕べに日本と韓国の女性グ
ループの交流がはじまり，今日まで続いている。ドイツにある韓国協会
（Korea Verband）の「慰安婦」作業部会は「慰安婦」の問題に取り組み，教
育，広報活動，政治的キャンぺーンを行なっている。この展覧会の直後に日

1 この稿では 1982年の西ベルリンでの富山妙子の展覧会中に起こった小さな出来事を調査し，そ
れに結びついているローカルで国際的なネットワークと共鳴環境を解明しようとした。それに
は二次的な文献，雑誌の記事と未発表の資料を使った。私自身がその出来事に参加していたの
で，運動社会学的分析上，私自身はこの稿ではイルゼ・レンツとして参加している。真鍋祐子
先生と李美淑さんにこの興味をそそられるプロジェクトへの参加を可能にし，私をサポートし
てくださったことに感謝します。とりわけ浜田和子との素晴らしい共同作業とディスカッショ
ンに感謝したい。
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本人のベルリン女の会が結成され，展覧会を一緒に準備した。
その後まもなく富山妙子は 1982年 4月 20日から 5月 8日までベルリンの
プロテスタント教会が持つ大きな「教会の家」で展覧会を開いたが，この展
覧会も女性たちの連合が準備したものだった。展示の中心テーマは韓国の独
裁者，1980年の全斗煥少将のクーデター後の光州で起こった残虐な虐殺，
それにたいしての日本の責任についてであった。訪問者は日本，韓国や他の
アジアの国々からの人たちで，多くは「第三世界」関係者や左翼の人たち
だった。「第三世界」は当時発展途上国の批判的な名称で，継続する資本主
義の主都市による従属と暴力を指した。今日では不平等なグローバルな力関
係に対する批判は多くポスト植民地主義の観点から捉えられる。後述するよ
うに富山妙子のトランスナショナルの作品はトランスフェミニズムに対して
も，また自己批判的なポスト植民地主義に対しても意味があり，今日の複雑
な問題に対してのイメージとメッセージを含んでいる。
私はこの稿で三つのテーゼを追ってみようと思う。
第一のテーゼはこの展覧会を通じてさまざまなネットワークが作られ，長

期的に東アジアやドイツの人たちが集まってきたことである。社会学の運動
研究によれば活動を継続してゆくためにはオーガニゼーションが重要であ
る。そして女性運動の中でもこのネットワークが反対意見の形成や国際的な
交流の発展のために不可欠なものであった（Wischermann 2003）。新しい女
性運動では水平的ネットワークが通常の組織の形であって，全ての会員は対
等に結びつき，参加した。この水平的な構造のために他のネットワークとの
接触や共同作業が容易であったが，一方もろい面もあった。
第二のテーゼはこのネットワークが，女性空間の中で一緒に集まり，そこ

でそれぞれの違いを表現し，受け入れられことができたと同時に，その空間
には個人の自由，集団としての自由，平等，新しいエロスへの共通の願望が
存在していたことである。社会学では社会的な空間は人間のコーディネート
された行動からが成立するという。その一つの例がフェミニストギャラリー
での展覧会であり，女性たちによる共同の準備，例えば場所の準備や，絵を
掛けることなどによりトランスカルチャーの女性空間が生まれた。この女性
空間はこの空間，つまり物理的な場所があったから生まれたのではなく，展
覧会を訪れた女性たちも含むアクティヴな女性たちによってつくられたもの
である。
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第三のテーゼは展覧会のトランスカルチャーのシンボル的な意味である。
私はここで一つの比較をしてみたい。フェミニストグループは新しい知識を
作り出し，それを広めるとき，知的なネットワークとしてみなされるが，し
かしここではアートやシンボル的な形態，一般的ではない知識が問題となっ
ている。それで富山妙子のトランスカルチャーのシンボル的な制作につい
て，知的，美学的なネットワークについて話してみたいとおもう。彼女の
アートはラジカルな父系社会にたいする社会批判と並んで，エロス，暴力，
民主主義的な平等な参加の問題について，新しいフェミニストのヴィジョン
を伝えているからである。ここで言いたいのはこれらのヴィジョンはトラン
スカルチャーのコンテキストからのものであるが，ベルリンという現場で受
容され，理解されたものであるということである。
ベルリンの富山妙子の話から私はらせん状の動きをとった，この展覧会の

背後での枝分かれともつれの動きについて言及したいとおもう。まず初めに
ベルリンのどういうネットワークが展覧会プロジェクトに参加し，女性につ
いて，性について，国際的な不平等についてどういう経験や考えをもってい
たかについて話したい。その後でこの展覧会と関係する国際的なネットワー
クや個人史的な経験について言及したい。というのはベルリンでの展覧会の
共同作業への道は日本と韓国に続いていたからである。

1980 年代のベルリンにおけるトランスナショナルな 
フェミニストのネットワーク

壁で囲まれた西ベルリンは 1970年代以降フェミニストのトランスナショ
ナルなネットワークの苗床であった（Dennert 2007; Gröschner 2018; Lenz 

2010; Perincoli 2015参照）。ここには，以下のように多くの要素が集中して
いた。

1．ベルリンの大規模で，多様な女性運動
2． 増え続けるベルリンへの国際的な移民。移民には様々な集団があった
が，未熟練の労働者，韓国からの看護婦のような有資格の労働者，ア
フリカやインドネシア，韓国，フィリピンなどの東アジアの独裁国家
やラテンアメリカなどからの難民，そのほか世界各地からきた学生や，
学者がいた。
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3． 国際的で文化的にオープンな何十万人という人からなる巨大なオルタ
ナティヴの世界があり，独立したプロジェクトの社会的，経済的な基
盤を作っていた。

少しつけ加えると，西ベルリンには 1968年の青少年と学生の運動の後，
大きなオルタナティヴの世界ができており，世界中からの学生や移民を巻き
込んでいた（Lenz 2010a; Reichardt 2014; Sontheimer; Wensierski 2018参照）。
フェミニズムは公的には政治の中で行われた議論があり，私的領域ではWG

（共同生活）の中や，育児のかたわら，ベットサイドで行われた無数の討論
や話し合いの結果，このオルタナティヴの世界で存在を確立し，後々まで影
響を及ぼした。私は日本人の友人，寺崎あきこを通じてオルタナティヴの
WGを知った。私に富山妙子を紹介してくれたのも彼女だった。社会学者の
寺崎はフェミニズムに興味を持っていて，アリス・シュヴァルツアー（Alice 

Schwarzer）著のフェミニズムのベストセラー『性の深層─小さい相違と大
きな結果』（1979）を日本語に翻訳した。
西ベルリンはその後もフランクフルトやミュンヘンと並んで女性運動の中

心地であった（Dennert 2007; Gröschner 2018; Lenz 2010, 2019; Perincoli 

2015参照）。1968年に最初に作られた新しい女性運動のグループは，アク
ション協議会（Aktionsrat）でドイツ社会主義学生連盟（SDS, Sozialistische 

Deutsche Studenten bund）と合併した。アクション協議会はキンダラーデン
（Kinderladen, 私設保育所）を作り，幼稚園教諭やその労働組合とコンタク
トを取り，また職業についている女性や主婦，母親たちがつめかけた成人教
育のコースを作ったりした。その影響で多様なグループやプロジェクトが生
まれた。1973年に最初の女性センターがつくられ，1975年にはレズビアン
のアクションセンターが，1974年ベルリン自由大学で最初の女性研究ゼミ
ナールが開かれた。1976年に開催された女性の夏期大学には何百人という
女性参加者が押しかけた。1970年中ごろからは多くのフェミニストのプロ
ジェクトも定着してきた。そのなかに 2つのフェミニストの全国誌があっ
た。その一つはクラージュ（Courage）という名称で，1976年以降ベルリン
で発行されたものである（http:library.fes.de/courage;アクセス 1.9.2020）。
この雑誌は幅広い国際的な視野を持ち，アフリカやアジア，ラテンアメリカ
の女性運動も報告した。1978年に韓国からきた看護婦たちが展開したドイ
ツでの安定した雇用と滞在を求めるキャンペーンを記事にしている（前掲
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誌：Courage 1978, 4 S. 27/28）。1980年には「富山妙子の絵，光州虐殺」と
いうタイトルの記事が載った。富山妙子の作品と光州市民の民主的な蜂起と
軍の独裁政権による鎮圧についてのスライドシリーズが掲載された。その記

図 1　クラージュの富山妙子についての報告

図 2　「女性」 図 3　「涙する鳥」
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事の初めには苦しみの変容についての彼女のヴィジョンが引用されている。

「鳥は訴え，からす麦は涙した。しかし光州の死者の魂は雨粒に変身す
るようである。この雨粒は乾いた思想の上に落ち，ゆっくり新しい種を
うみだし，いつの日か芽をださせるであろう。この雨粒は固い石をも砕
くであろう」（Courage 1980, 12, S. 13─15; http://library.fes.de/courage;

アクセス 1.9.2020）。

クラージュは韓国女性グループのことや富山妙子の韓国と光州についての
作品を記事にしたが，そのほか定期的に国際的な女性運動，ドイツの女性運
動，フェミニズムの催しものやその他の活動のニュースを掲載した。それに
より展覧会も女性運動の中で広く伝えられた。
ギャラリー・アンデレ・ツァイヘンも創造的なフェミニズムのプロジェク

トの一つであり，女性アーティストのための場所を作ること，アーティスト
たちのネットワークを作ること，アートに関心を持つすべての女性たちのた
めにコミュニケーションセンターを作ることを目的にしていた。女性のため
の絵画コースも開かれた（Courage 1979, 6, S. 44─46）。ギャラリーは女性運
動内やオルタナティヴの世界では良く知られていた。当時ドイツのアウト
ノーム（草の根）の女性運動ではよくあったのだが，ギャラリーは女性のた
めだけにあり，男性は締め出されていた 2。フェミニストたちが男性を締め出
した理由は，男性たちが偉そうな大きな態度と物知り顔で女性たちのコミュ
ニケーションの邪魔をし，コミュニケートを阻害したからである。なかには
男性と一緒に活動したグループもある。1980年以降男性との共同作業は，
特に平和や環境についての社会的運動や，緑の党の中で増加した。それに対
して女性ギャラリーは，いろいろな違いをこえて，すべての女性たちにコ
ミュニケーションの場を提供した。ということは男性を考慮しなくてもよ
かったが，男性は締め出だされるという代価を伴っていた。
ベルリンというフェミニズムの苗床ではつぎつぎに移民の女性グループが

作られた（Lenz 2010; 2019参照）。その中には出身地域別のグループもあっ

2 日本ではたとえば新宿リブセンター（1972─1977）のように男性も参加していた（Lenz 2021: 
Nishimura 2006: Shigematsu 2012参照）
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た。若いトルコ人女性たちは左翼のトルコ連盟のなかで会合を持ち，ドイツ
や移民社会の中でのネオ父系制度の状況に反対する組織を作った。チリの女
性グループはドイツに来ているディアスポラの状況にある女性たちを援助
し，当時のチリの独裁政権に反対し，民主主義のために戦った。他のグルー
プやプロジェクトのなかには，トルコの女性たちのためのミーティングポイ
ントやインフォメーションポイントのように，移民女性たちとドイツの女性
たちが一緒に活動して作ったものもあり，それらは今も活発である（TIO, 

1978）。ベルリン州政府から援助を受けているミーティングポイントはすべ
ての地域からの女性たちを援助し，女性や，少女のための移民教育をし，職
業上の再教育や，また女性に対する暴力や難民女性のための相談を受けてい
る（https://tio-berlin.de/english/;アクセス 1.9.2020）。そのほかにも文化や
社会部門でさらなるトランスナショナルなプロジェクトを援助している。

1978年，様々な過程を経たのち西ドイツで韓国女性グループ（Koreanische 

Frauengruppe）が組織された。結成の理由は次のようである（Koreanische 

Frauengruppe in Deutschland 2008, S. 3─6）。朴大統領が維新憲法を公布した
後，1974年の春にドイツの韓国女性たちはあらためて韓国の独裁に抵抗す
るために結束した 3。1975年国際連盟の女性年に国際的に父系社会的支配に
対する批判や議論がおこり，平等や自由，発展にたいする関心が高まった。
最終的には韓国の看護婦たちは西ドイツの構造的危機のなかで失職し，韓国
へ送還される危険に晒された。韓国女性たちは一体となって解決案を探し，
ドイツでの生活がもたらす差別，孤立や孤独を克服する際に相互に助け合っ
た。1977年に自分たちの労働権，滞在権を獲得するために大規模な署名活
動を展開し，労働闘争を行ない，成功した。このサークルの一部の女性たち
が 1978年に韓国女性グループを設立した。地域での会合や複数の他の地域
グループなどがあったが，その中で活発な活動をした重要なグループはベル
リンのグループであった。
グループの目的は，ドイツでの移民としての活動と規定され，彼女たちは

それを韓国の民主化運動の一部，世界の女性運動の部分だとみなしてい
た。ー方で女性運動の理論で韓国社会を批判的に捉え，自己認識や自己の行

3 Akwi Seoは同じころ起こった日本の在日韓国人の間での女性グループの発展を示している（Seo 
2017参照）。李美淑は韓国の民主化運動と日韓連帯運動を調査した（李 2018参照）
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動決定権を確立しようとしていた。同じように韓国の民主化運動を支援し，
ドイツでの韓国人看護婦の労働権利や生活状況についても力を入れた。彼女
たちにとって重要なのはグループ内の平等な，日常民主主義的なオーガニ
ゼーション文化であった。それは言葉使いにも表れていて，彼女たちはヒエ
ラルキー的な呼びかけや形式をやめた。さらに自己のアイデンティティを見
出すことやドイツと韓国についの歴史的な意識を高めることの必要性を感じ
ていた。彼女たちはこれかあれかという選択を望まず，両方の社会のなかで
故郷にいるように感じたいとおもっていた。そのためにドイツにいる自分た
ちの子供たちと一緒に韓国文化を経験することに努力し，バイリンガルの教
育をし，韓国の民衆文化や韓国の仮面舞踏をつたえようとした。今からみる
と彼女たちはトランスカルチャーのフェミニストグループを作っていて，ド
イツと韓国の文化を融合し，相互に助けあったのだった（Koreanische 

Frauengruppe Deutschland 2006, 2008参照）。
次第に彼女たちは自分たちをドイツにおける移民と理解し始めるようにな

り，自分たちの文化や民主主義，社会に対する貢献を可視化し，他のグルー
プと連帯し，同等の市民として自分たちの社会的，政治的な権利を要求し
た。そして DaMigra（2014─）という，71の女性連盟が連携している移民女
性連合の中央組織でアクティヴに活躍している（www.damigra.de;アクセス
1.9.2020）。
韓国女性グループは「慰安婦」問題の解決に向けて力を入れ，韓国と東ア

ジアにおける中心的な組織である韓国挺身隊問題対策協議会（現・日本軍性
奴隷問題解決のための正義記憶連帯，Korean Council for the Women drafted 

for Military Sexual Slavery by Japan）と連携した。女性グループは催し物を
開き，広報活動をし，スタンディングをし，ドイツでこの問題が理解される
ように印刷物を作った。韓国女性グループの代表たちは 2000年 12月に東京
で開かれた日本軍性奴隷制度を裁く 2000年女性国際戦犯法廷に参加した。
法廷の日本の共同主催者はアジアの女たちの会のメンバーで，富山妙子は
1977年の創立以来のメンバーの一人である。
ベルリンの国際的なミックスグループは作業サークル女性と第三世界

（Arbeitskreis Frauen und Dritte Welt）のグループで，社会科学，NGO途上
国援助と第三世界の分野の女性たちが一緒になったものである．目的はネオ
父系主義とヨーロッパ中心主義の発展を批判し，国際的な女性連帯，途上国
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援助政策に平等と女性の視点を織り込むことにあった。一方で女性たちはマ
リア・ミースの唱える性と資本主義の自律的存在の影響を受け，他方で世界
の南の女性グループを，現場で支援することを望んだ。催し物や，話し合い
の輪の中で第三世界の女性たちの運動のネットワークを作ることに貢献し
た。彼女たちは広く読まれているフェミニストの理論雑誌などに基本的な分
析を発表していた 4, 5。
女性運動の世界では国際的女性グループやフェミニストたちはお互いに

知っているか，名前を聞いたことがある人たちだったが，作業サークル女性
と第三世界のメンバーも南からのフェミニストたちや移民女性たちと遭遇し
た。催し物や会議の際に，お互いを知り合い，情報を交換した。今日では想
像しにくいが，当時は他者に対して非常にオープンで個人的な関心があった。
これらのグループが，1970年末にベルリン・クロイツベルク区で大きな
国際女性フェスティバルを開いたときには，数百人の人たちが参加した。主
催したのはチリの女性グループで，チリの独裁政権のもとでの民主化運動の
ための資金が集められた。韓国女性グループもチラシを配り，自分たちで
作った食べ物を売ったりした。
精神科学，地域研究，社会科学の分野でもトランスナショナルなフェミニ

ストのネットワークが作られた。1978年イルゼ・レンツはベルリン自由大
学で東アジアの女性についてのゼミナールを開いたが，ドイツで初めての
テーマで，中国やドイツ，日本や韓国の学生たちが協力し，自分たちの考え
を織り込んだ。なかにはいい友人になり，いまでもコンタクトのある人たち
もいる。

1980年の初めにベルリン自由大学の東アジアセミナーに石田雄教授とそ
の伴侶が赴任してきた。ふたりとも富山妙子の友人で，石田雄は日本の政治
的な文化と民主主義について，また東アジアのなかでの平和と理解について
研究していて，後に日本のジェンダー研究を支援した。石田玲子はベルリン

4 雑誌「フェミニズム理論と実践への寄稿」はフェミニズムの理論形成と議論についての重要な
フォーラムを提供し，当初から国際的な視野をもっていた。既に第一号から女性と第三世界グ
ループの女性たちが参加していた。

5 もう一つの重要なネートワークは福音教会とミッションヴェルク（Missionswerk）のネットワー
クで，世界教会協議会（World Council of Churches）として東アジアや韓国の社会的な民主化運
動と繋がっていた。残念ながら私にはこのほかの情報と研究結果の情報が少ないので，適切な
評価をすることができない。
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の日本女性たちと国籍法を例に，性の不平等や移民について話し合いの場を
持った。それがベルリン女の会のはじまりで，1982年ベルリンでの富山妙
子の展覧会を協力して開催した。
富山妙子の展覧会はフェミニストのトランスカルチャーのネットワークに

よって支えられたが，それは西ベルリンの女性運動，オルタナティヴの世界
や，精神科学，地域研究や社会科学の分野で発展したネットワークで，展覧
会はその人たちにむけられたものでもあった。彼女たちは雑誌のクラージュ
や，ギャラリー・アンデレ・ツァイヘンのようなフェミニズムのプロジェク
トが持っているインフラストラクチャーや，フェミニズムに関心を持つ公衆
にインフォメーションやコミュニケーションを発信する手段を利用した。数
人のキーパーソンがこれらの様々なネットワークに橋をかけた。石田玲子は
ベルリンの東アジアセミナーで日本の女性運動と体制に批判的なインテリ世
界を結び付けた。イルゼ・レンツは作業サークル女性と第三世界，ベルリン
の女性夏期大学などのさまざまに女性グループに属していて，女性教育セン
ター（FFBIZ）の創立グループとしても活躍した。また雑誌のクラージュと
関わりがあり，女性ギャラリー・アンデレ・ツァイヘンとコンタクトをとっ
た。イルゼ・レンツはベルリン自由大学の東アジアセミナーの職員であり，
政治学研究所の教員でもあった。第三世界運動にも通じていて，雑誌「第三
世界の政治と経済」（1980─）の編集員でもあった。
富山妙子の作品は左翼や，第三世界との連帯運動家，ベルリンに亡命した

南アジアからの民主主義的，社会主義的活動家にも訴える可能性をもってい
た。しかし富山妙子の作品には左翼の社会批判とフェミニズムの間の緊張が
あった。ベルリンでの左翼は民主主義から毛沢東主義を含む多様な集団や，
1980年に創設された緑の党，それに第三世界運動があって強かったものの，
当時の社会民主党の覇権をまえにしては形式的にせよ政治に影響を及ぼすこ
とはほとんどなかった。それでも左翼の女性たちは相変わらず男性中心でネ
オ父系主義の西ドイツ社会に強く影響されていた。新女性運動のなかのエン
パワーメントよってこのサークルの女性たちは次第に活発に参加するように
なり，お茶をいれたり，チラシのタイプ打ちの手伝いではなくなっていっ
た。しかし自立して発言し，行動するにはこのサークルの女性たちはいまだ
に勇気が要り，自信と女性ネートワークの支援が必要だった。インドネシ
ア，マレーシア，韓国からのディアスポラの活動家などの小グループは自分
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の出身国の民主化のために活動した。これらのグループではネオ父系主義の
モデルや主婦や母親，援助者としての女性像が強かった。女性がタイプを打
ち，チラシを配り，会議の食事の準備をするのは自明のこととされ，政治や
政策の打ち合わせをするのは男性リーダーだった。私の印象では富山の作品
の中の国際的な不平等や，独裁や暴力に対する批判は受け入れるけれども，
女性の体の自立的エロスを図像化したフェミニズムにはどちらかというと距
離を置いた。死んだ息子を嘆く光州のピエタの図は彼らの現実に近いが，性
暴力に対する訴えや女性の自立的エロスのヴィジョンはそうではなかった。
この男性中心の世界でも富山のアートに対する関心はあった。しかし女性た
ちのあいだでの率直な交換はむずかしかったであろう，というのは男性の同
志が聞いており，偉そうな態度でディスカッションに介入してきたであろう
から。
この展覧会中にいろいろな催しがあったが，日本と韓国とドイツの女性た

ちの円卓会談での西洋と東洋の女性解放の可能性について話したい。参加し
たのは韓国女性グループとベルリン女の会と「作業サークル女性と第三世
界」であった。事前には女性ギャラリーが催し物の場所として適当かどう
か，参加者には疑問があった。東アジアからの女性たちがこのフェミニスト

図 4　ギャラリーアンデレ・ツァイヘンの富山妙子展の招待状
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の場所を受け入れるだろうか？準備の段階で，導入の講演というようなトッ
プ・ダウン式の形式は取らないことを決め，韓国女性グループに導入のス
テートメントを依頼し，それから皆で意見交換をすることにした。韓国女性
は富山妙子の作品や韓国の独裁者や光州虐殺についての作品がラジカルに，
真摯に批判をしているのに強い印象を受けた。韓国女性は富山妙子と日本人
女性を植民地宗主国の一員としてだけみなすことはせずに，個人的に率直に
話をした。まもなく雰囲気は和らいで暖かいものになり，日常での女性蔑視
や，人種差別の問題や体験を話し，韓国や日本，ドイツの父系主義の規範に
ついて率直に議論することができた。この時の自分と皆の思いを交換すると
いう経験からトランスカルチャーな女性空間がうまれ，すぐに皆と話をし，
女性の間の差異についてもテーマにすることができた。韓国女性グループと
ベルリン女の会は交流をはじめ，今も続いている共同作業を始めた。

国際的なネットワークと現場でのトランスカルチャーの女性空間

この女性空間ができる背後にはローカルだけではない国際的なネットワー
クづくりと自分史的な経験があった。ベルリンまで達した重要な国際的な
ネットワークはアジアの女たちの会である。この会は 1977年，東アジアへ
の日本企業の進出や植民地の歴史を批判し，アジアの女性の連帯を進めよう
とする女性たちで結成された。創設者でジャーナリストの松井やよりは，リ
ブ運動に影響を受け，国連の婦人十年のチャンスを利用し，東アジアの民主
的な女性運動と連携した。彼女たちは増え続ける日本からのセックスツーリ
ズムに反対し，韓国や南アジアの輸出産業での女性労働者の権利の弾圧，日
本と地域の不平等な経済関係とその環境上の影響に抗議した（Lenz 2021; 

Mae, Lenz 2021, Miki 1992, 1995; Tanaka 2009参照）。富山妙子はこの社会批
判的なサークルで長い間唯一のアーティストで，『アジアの女性解放』や機
関誌，そのほかの出版物に作品を載せた。後にアジアの女たちの会は北京で
開かれた 1995年第 4回国連女性会議の準備や東京での 2000年の女性国際戦
犯法廷で決定的な役割を果たした。
イルゼ・レンツは社会学者でかつ日本学学者でもあり，1979年にフィー
ルドワークのために日本に行った。レンツは日本の社会はヨーロッパの近代
化と同じように説明することはできない，東アジアのコンテキストから見る
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ものであると確信していた。それでインドネシア，マレーシア，韓国を調査
した。寺崎あきこがレンツをアジアの女たちの会に紹介した。当時は日本の
女性運動の中には西洋のフェミニストに対して懐疑があり，距離をとってい
た。イルゼ・レンツはすぐ参加したいとおもったが，徐々に受け入れられた
と感じられるようになった。富山妙子は初めから親切で友情を結んだ。イル
ゼ・レンツが 1979年に韓国に行ったとき，アジアの女たちの会を通じて地
下に潜伏していた民主化とフェミニストのサークルとコンタクトをとり，
KCIAをはぐらかして，東一紡績の女性労働者たちに会うことができた。彼
女たちは自分たちの権利のために非常に激しい労働闘争を繰り広げ，自分た
ちの独立した組織をもち，工場の責任者や男性の労働者から性的な攻撃をう
け，殴られたり，汚物を投げられたりしていた。レンツは彼女たちをインタ
ビューし，体制に批判的な労働組合のメディアに掲載し，国際的に広めた。
この例が示すように，国際的な女性ネットワークはローカルなネットワーク
といりまじり，予期しなかった空間で一緒になった。富山妙子の創作は，皆
を一緒に結びつけたが，富山自身は象牙の塔の中で絵を描くのではなく，そ
こに加担していた。彼女の絵はこのネットワーク内で当時既に世界を廻って
いたが，それはトランスカルチャーのフェミニストのアーティストとしての
彼女の創造力に，また人々の中に出てゆき，彼女たちのために象徴的な解釈
やヴィジョンを描く心構えが彼女にあることと関連している。
富山妙子自身はトランスカルチャーの履歴のなかで世界中からの影響を受

け，それを総合し，独特な魅惑的な造形芸術に結実させた。（Hein, Jennisson 

2010, Tomiyama 1983, 2009参照）。満州で育ち，ヨーロッパの社会主義や
シュールレアリスムの美術，ケーテ・コルヴィッツ（Käthe Kollwitz）から
オットー・ディクス（Otto Dix），ハンナ・へーヒ（Hannah Höch）を研究
し，多くの世界旅行でラテンアメリカ，インドや中近東で知った美術を自分
に取り込んだ。10年にわたる韓国の独裁や民主化運動，詩との取り組みの
後，彼女はその体験を大きく総合し，韓国の民衆文化のモチーフもそこに加
えた。九州の鉱山での日本の土のなかに囚われた朝鮮半島からの強制労働者
の遺骨の絵を考える。この「韓国時代」が終わり，性的暴力，軍隊，東アジ
アの女性売買，「従軍慰安婦」の作品がはじまったとき，彼女はユーラシア
の天空や太平洋の海底の巫女を呼びだし，強い女性像をつくり，作品のなか
に暴力にさらされかつ自立して輝く官能を絵におこした。
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もし富山妙子を日本あるいは東アジアのアーティストというときは，彼女
の出自や人生の初期のころの経験を指している。私の見方では彼女にとって
はアジアや日本は制約の意味での国境ではなく，ライトモチーフである。こ
の出自的観点でポスト植民地世界からのアートの全方向性を受け入れ，それ
を性の不平等やグローバルな不平等に対する批判のなかに，またエロスのあ
る，自由で平等な世界のヴィジョンのなかに織り込んでゆく。この意味で富
山妙子はトランスカルチャーのアーティスト，あるいは世界のアーティスト
である。
彼女の多彩なシュールな絵画言語がベルリンで素直に理解されたのは不思

議ではない。彼女は絵からスライドを作り，一種の市民メディアとして，問
題に深くかかわっているグループが自分たちの活動に使用し，広めることが
できるようにした。ここで私は知的フェミニズムのネットワークの比較に戻
る。このネットワークが強制売春や暴力についての新しい知識を作ったよう
に，富山妙子は絵の中でフェミニズムの基本問題について象徴的な説明をし
ている。展覧会に付随したスライドシリーズ，あとになっては映画がこの象
徴的な解釈をトランスカルチャー的に広めた。トランスカルチャーの知識を
回転させる美学的，知的ネットワークともいえる。それは富山の作品のヴィ

図 5　 富山妙子作「天駆ける者・馬王堆による」（油彩画，1974年。宮城県立美術館蔵）
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ジョンやファンタジー，そしてエロスが刺激的であるからである。
現在はインターセクションのアイデンティティ政策とポスト植民地主義に

より，文化的でナショナルな力関係に深い影響が出ている。例えば在日朝鮮
人と「日本人」フェミニストたちの間で民族的／文化的にどちらに所属する
のかが強調されるようになり，両者の間の溝が深くなっているのはパラドッ
クスな効果である 6。国際的フェミニズムが可能かどうかという問に対して
は，富山妙子の作品とトランスカルチャーの絵と運動に満ちている彼女の人
生が重要なインパクトを与えてくれる。

 （翻訳　浜田和子）
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